
90 2004 Vol.41 No.5

技術を積極的に社内に導入できる環

境が整ってきたということだろう。

光回線による音声、データ、映像

コミュニケーションを可能にする光

コミュニケーションシステムは、従

来の音声通信による会話や会議を効

率化できるだけでなく、文章作成ソ

フトウェアやグループウェア等の業

務アプリケーションとの機能連携に

より、業務効率化のツールとしても

活用できるため、OA系情報システ

ム高度化のソリューションとして付

加価値が訴求できる。

弊社では、光コミュニケーション

システムによる社内業務改革及び将

来のサービス化を視野に入れ、

NTT持株研究所の開発プロダクト

をベースにした映像コラボレーショ

ンシステムの社内導入を進めてい

る。現在、約1,000台の端末を導入

して社内業務で利用しており、業務

への活用効果の確認と技術蓄積を進

めている。

映像コラボレーションシステムを

フトの導入など最新技術の導入が積

極的に進められ、企業内の通信ネッ

トワークには十分な帯域・品質を確

保するために光などの広帯域回線が

使われている。

一方、日々のミーティングや業務

連絡等、基幹業務以外で利用される

メール・電話等のOA系情報システ

ムは、多くの社員が利用するにもか

かわらず、その効率化・高度化の必

要性に対する経営者の認識は必ずし

も高くない。コスト抑制のために利

便性を犠牲にして、旧来のシステム

と、十分とは言い難い帯域・品質の

通信ネットワークを使い続ける場合

も多い。

ところが、最近、社内電話の置き

換えを目的としたVoIPサービス導入

などを契機に、OA系情報システム

に対しても機能高度化の機運が高ま

りつつあるように思われる。ブロー

ドバンド通信サービスの普及ととも

に、その広帯域な通信環境を活用し

て業務効率化や収益向上などの付加

価値を生むVoIPやコラボレーション

システム等のソリューションが登場

してきたことにより、OA系情報シ

ステムについても新しいサービス・

光ブロードバンドの映像コミュニ

ケーションサービスは、光ならでは

の高品質・高付加価値コミュニケー

ションを実現するサービスとして今

後の普及が期待されている。特に企

業においては、コミュニケーション

の効率化・活性化による業務能率向

上など直接的な効果が期待できるだ

けでなく、遠隔地との円滑な意思疎

通が可能になることでローカルオフ

ィスやバーチャル会議室の導入を促

進し、ワークスタイルの変革による

コスト削減や収益向上に結びつく可

能性を秘めている。

本稿では、企業向けの光コミュニ

ケーションシステムの可能性につい

て述べたいと思う。

企業にとって情報システムは、経

営戦略実現の手段であり、事業環境

の変化に柔軟に対応していくための

業務プロセス改革を支えるものであ

る。そのため、経営や事業に密接に

関連する基幹系情報システムでは、

システムのWeb化やパッケージソ
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一言で言うと、『遠隔地との共同作

業や情報共有など、多人数の連携に

よる価値創造を支援する映像コミュ

ニケーションシステム』であり、

SOHO、遠隔医療、遠隔教育分野な

どでの利用が想定される。電話（音

声通信）や、TV会議（音声＋映像

通信）などは、情報を“伝える”だ

けで価値創造ができないという点が

大きく違うところである。

映像コラボレーションシステムは、

各個人の自席のパソコンにカメラ、

ヘッドセットを接続して利用するこ

とができ、利用者の映像表示、資料

の表示・書き込み、インスタントメ

ッセージ（チャット）等の機能を基

本機能として具備している。多地点

会議、遠隔セミナー、開発・設計打

ち合わせ等で映像によるストレスを

感じさせないコミュニケーションが

できるため、次のようなメリットが

ある。まず、相手の顔を見ながら議

論できるため会議の円滑進行や時間

短縮が期待できる。資料共有やイン

スタントメッセージなどを活用する

ことで正確な意志疎通ができ、共同

作業の効率化や認識間違いの防止が

できる。自席から会議に参加できる

ため、会議開催における時間・場所

の制約が少なくなり、出張費の削減

とタイムリーな会議開催による意思

決定の迅速化が期待できる。

以上のようなメリットがあるが、

企業への導入例はまだ少ないのが現

状である。市場がまだ未成熟である

ことが大きな理由であると考えられ

るが、システム導入効果が直接的・

定量的な形で現われにくいため、企

業には導入が難しいという側面も影

響しているのかもしれない。

では、今後の普及拡大に向けて映

像コラボレーションシステムに何が

求められているのであろうか。実際

に映像コラボレーションシステムを

導入しているユーザーの声を聞くと

操作性や機能への要望もさることな

がら、音声・映像の品質向上やNW

への接続性を求める声が多い。

ADSL等のブロードバンド通信サー

ビスでは多少品質が悪くても安価な

サービスを求める傾向が見受けられ

るが、映像コラボレーションシステ

ムでは音声・映像の品質確保はサー

ビスの基本であるため、高品質なサ

ービスを利用するための広帯域・高

品質な通信環境が必要とされている

ということだろう。そういった意味

でも、映像コラボレーションシステ

ムは光サービスのキラーアプリケー

ションになり得ると言えるだろう。

現在、映像コラボレーションシス

テムは、ADSLやISDN回線を使用

するものも含めると 20社以上が販

売・提供しており、各社の映像コラ

ボレーション市場拡大にかける期待

の大きさが感じられる。

光サービスを拡大するには、光を

利用するアプリケーションの普及が

不可欠である。光サービスに関する

議論では、しばしばキラーアプリケ

ーションの不在が取り沙汰される

が、キラーアプリケーションは突然

誕生するわけではない。光サービス

がブロードバンドサービスの本命で

あることは誰もが認めるところであ

るが、光サービスを前提としたアプ

リケーションはそのビジネスモデル

も含め、まだ試行錯誤の段階である。

弊社は通信事業者として光ブロード

バンド回線の普及に尽力していると

ころであるが、その活用方法につい

ては、利用者であるお客様にも協力

していただいて、試行錯誤しながら

より良いものを作り出していく必要

がある。

定額制通信サービスなど安価で利

用しやすい通信サービスを提供する

ことは通信事業者の責務であるが、

通信サービスの新しい利用シーンも

併せて提案し、世の中に光コミュニ

ケーションの世界を広げていくこと

も通信事業者としての責務では無い

かと考える。

お客様に対して、便利なコミュニ

ケーション環境をアクセス回線から

アプリケーションまで総合的に提供

することができれば、光の世界も爆

発的に普及を見るだろう。映像コラ

ボレーションシステムがその一翼を

担うことを期待している。
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